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第 1篤 皮膚諮要素(男子前鴨伸側)の年齢的差異  
健康状態に於ける皮膚諸要素の年齢的差異に関する研究は従来極めて少し、o Neumann的， 
Unna'く吟，土肥く均等は老人の皮)脅は壮年者に比し色素増加，表皮の一般的萎縮，毛嚢の短縮，皮
脂腺及び毛細血管の拡張，軽度の血管壁肥厚，細胞浸潤等があると述べている  o Gans(4)は老
人性皮膚萎縮が人体の被覆部と露出部とに依り差異があり，前者を単純性萎縮，後者を退行怯
萎縮とに分けたが，単純性萎縮の研究は甚だ少し、。江尻(5)も皮膚諸要素は年齢的の異動の他に
部位によって差異を示す事を述べている  O 著者は皮膚の露出部と被覆部との大体中聞に当ると
思われる前時伸側部に部位を限定し，叉性を男性と限って皮膚の諾要素に就き，之が年齢的差
異に関していさ  Lか検索Jを加えたので，主主に記して大方の批判を仰がうと思う。
第 I章表皮所見に就て
1.緒 仁ヨ
皮膚の表皮は湿疹，乾癖等の如き炎症性疾患では
肥厚し，皮膚萎縮症では萎縮すると言う皮膚病理組 
織上の愛化は周知の事実である。上述の如く Neu司 
mann，土肥及び其他は所謂老人性皮膚の表皮か萎
縮していると主張し，恰も定説の如き観を呈してい
るか之に反対するものもある。著者は種々の年齢の
男性の一定部位に就て次に述ぶるが如き研究を試み
た。 
2. 実験方法及び材料
5才より 80才迄の健康男子前臨仲側皮膚より正確
に割線方向に皮膚片を切除し，此の皮膚片より長軸
の方向に 7[1.の厚さの組織片を作り， ヅェシカ{氏
液固定， Para伍 n包理法を行い，型の如く種々なる
染色を施して検索した。
3. 実験例  
各実験例に就て述べる事:Vì.，~煩雑であるから，各項
表〉。3，12， 目毎に一括表示したい(第 
4. 角質層に就て
角膜層は緊疎で葉状をなすものが多いので測定が
困難な場合がある。著者は出来得る限りの多数個処 
より採取した標本につき角質層のj享さを測定し(測
定不可能なもの怯除外した)，之が平均値を求めた処 
老人皮膚なるが故に角質層が特に弄薄になる事実は
認められなかった。大体 50年代の後半より毛孔の
拡大を認めた症例が多かった。叉屡々毛孔に角質を
充してし、るのを確認した。
5. 頼粒層，腕状層及び基底層に就て
1) 頼粒l雷及び板状層 
頼粒層は 1又は 1----2層，版状層の細胞数は 6層
以内であって，特に年齢的関係は考えられない。叉
老人性皮膚なるが故に特に細胞問淋巴間際が狭小と
なる主云う事は認められなかった。
2) 基底層  
基底層は多くは柱状で時に股子状を皇し，細胞の 
形態及び阻列に年齢的差異は認められな L、。基底細
胞の色素は 50才代の後半より基底層に平等に或は
多少集金支性に増加して現われる傾向がある。叉基底
層に色素の増加がある場合は腕状層にも亦色素穎粒
を認める事が多かった。 
3) 上皮各層の空胞形成
頼粒層細胞の空胞~性は時に認められるが，特に
年齢的差異と関係があるとは考えられない。叉腕状
層及び基底!雷細胞の空胞愛性は各年齢に大体間程度
に認められた。之を各年代別に見ると， 20才代及び
30才代が空胞愛性が少く，他の年代は大体同程度で
あった。
4) 表皮突起及び乳頭体
表皮突起と乳頭体とは姉妹の如き関係にあるから
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第 1表角質層の厚さ及び毛孔拡大
子し毛拡大i 1.)層lし| llω年%角(質 脅拡大 年令角質層
中呈
柿崎 6 i20 
野村 18.188 
8 19金田 
22梅原 10 
14 14.96高山 
16 22河野 + 
17 17.6鈴木 
17 22.8豊田 
19 19.48須永 
22 13.2小田切 
24 14.08三和 
25 16中島 
28 26.2酒井 
28 24.2富安 
32 12.32長田 
34 16.72鈴木 
35 15.4 
工藤 
坂本 
37 22.8 
27.2838河西 
第3表
42 13.2丸山 
45島村 21.12 一
47 14.96中村 
48 17.6浜野 
13.2高橋 50 一
52 24.2深沢 
21.12 十53串田 
54 22 +渡辺 
56 13.2原 
59 19.8桜井 + 
62 17.6平野 + 
13.263新井 
第2表頼粒層の厚さ及び椋状細胞数 
年令 頼層粒I 年令I頼層粒I 数練細胞状椋細胞状数i
1~31 丸山中里 I5 
柿崎 
野村 
金田 
梅原 
高山 
河野 
鈴木 
豊田 
須永 
小田切 
三和 
64横川 19.36 + 中島 
66 22.44 土 酒井大貫 
68 13.2勝沢 十 富安 
26.471 + 長田山田 
73清川 18.48 十 鈴木 
77 12.32 十 塚本太田 
78 12.76 十 工藤市川 
80富田 11.44 + 河西 
1--2 1--46 島村 
8 1--2 2~3 中村 
2~48 1 浜野 
10 1--2 1--5 高橋 
2~514 1 深沢 
1-.6116 串田 
2--3117 渡辺 
1...2 1--5
17 原 
1 1-419 桜井 
1 1-422 平野 
1~2 2-524 新井 
1--2 2-625 横川 
1 1-428 大貫 
2~628 1 勝沢 
32 3--61 山田 
1 2--334 清川 
1--2 1--335 太田 
137 1--5 市川 
1 3--638 富田 
表皮突起上皮各層の空胞形成及び、基底層に於ける色素増加
2~3142 
1~4145 
1--2 1--247 
1--2 1--448 
1 1--450 
2.-..352 1 
53 1--2 1~3 
2--654 1 
1 2-356 
159 2-6 
62 1 2-4 
2~6163 
1 1-264 
0-1 2-566 
1--2 3--568 
1 1--571 
3--4173 
1 2--577 
1....5
178 
180 1-3 
一
一
+
+ 
+
+ 
一
一 
表皮
体 形問
年令
額粒層|糠状層|基底層 年令突起 I糠状層I基底層突起
曽底加素F区間空胞形成 麗l
425 i 十十十 + +中里 丸山+ + 一一
456 十す十 + +柿崎 + + 島村+ + 
8 47 十 十十野村 土 中村 + ++ + 
十488 十金田 十1十 浜野+ 一
10 50十 十梅原 高橋+ + 一+ 
5214 深沢 土高山 十 + +一 + 
5316 十十河野 十 +十 串田 一一+ 
5417 渡辺 十鈴木 + ++十+ 一 +一 
十17 56原豊田 ++十 + 十 + +一 
19 59桜井須永 十+ 十+十 + ++ 一 
22 62平野小田切 十 + + 一一 一+ 
24 63三和 十 新井+ ++一 
25 64十 横川中島 十 + + + +一
28 十 66十酒井 大貫 十 十+十 ++ + +一 
28 68富安 勝沢十 十 十 十+一
32 71長田 十山田 十+ ++十 ++ 
34 73清川鈴木 十 十+十 + + ++ 
35 77塚本 太田 十+ +-1+ +一 
37 78工藤 十 市川+ + + +一
38 80富田河西 ++十 + ++ + + + 
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表皮突起の著しい部位では乳頭体も亦著明である。
しかしながら前蹄仲側皮膚の表皮突起は他の部{立に
較べると左程著明ではない。叉年齢的関係は 40才
代より極めて軽度に萎縮していた。
第2章裏皮所見に就て
1.緒言
真皮所見中最も重要である真皮結締織に就ては第 
2篇に譲る事とし本章は主として毛細血管， 冥皮細
胞浸潤に就いて述べる。 
2. 実験方法及び材料
第 1章に同じく同一標本に就いて検索した。 
3. 実験例 

第 1章と同じく表示す(第 4表〉。
 
4. 皮脂腺，汗腺及び起毛筋に就て、
皮脂腺，汗腺及び起毛筋の検索は多数の連続切片
に就て検索を試みなければ共の結果に信を置く事出
来ない。著者は多数の連続切片に就て調査しなかっ
たので、此の問題には融れなし、 
5. 毛細血管に就て
著者の例では毛細血管の年齢的差異は認められな
かった。
6. 真皮細胞浸潤に就て
一 中柿野金梅高河鈴豊須小三中沼宮長鈴塚工河
土土土十土土+一土土
幻犯
著者の調査では極めて少数の細胞浸潤は炎症のな
い正常の真皮にも常に之を認めた。叉梢々多数の細
胞浸潤を認、めたものもあったが，特に年齢的差異あ
るとは考えられない。浸潤細胞は結締繊細胞及び円
形細胞であった。
第 3章結 語
。著者は 5才より 80才迄の健康男子 40例の前
鴎仲側より 40個の皮膚片を切除し。 
2) 角質層，頼粒層，車束状層，基底層，色素，表
皮突起，乳頭休，毛子L，毛細血管及び真皮細胞浸潤
に就て観察した。
3) 表皮の角質層，頼粒層，椋状層，基底層及び
真皮の細胞浸il耳，毛細血管は年齢的に著しい~化を
認めなし、。又穎粒層の細胞の空胞斐性は時に認めら
れるが特に年齢的関係はない。 
4) 毛孔拡大，基底層の色素増加は50年代の後半
より現われた。 
5) 刺j状層及び基底層細胞の空胞~性は大体同程
度に認められた。年代的に見ると 20才代及び 30才
代が空胞愛性少<，他の年代では同程度で，年令の
進むに従って空胞~性が強くなると言う事実はな
し、。 
第 2篇 真皮結締織(男子前瞬伸側)の年齢的差異
緒言
老人の皮膚に特殊の菱化がある事は夙に Neu-
mann によって認められていたが，其の後皮膚の
老人性菱化に弾力線維が関与1ずる事を述べたのは 
Schmidt<のに初まり， Unnaは此の愛化は弾力線維
及び結締織の愛牲に図る事を染色化学的に証明し
て，後世の研究基準を与えた。爾後之等に関する研
究も多数発表されているが著者は木篇に於て， 5才
より 80才迄の健康男子前醇伸側皮膚に就き次の様
な項目について研究した。
第 1章に於て真皮網状層内弾力線維の走行方向，
密度，厚径，姿形状態，分l肢状態等を調査し之等が
年令的にどの様な差異を示すかを検討し，第2章に
於ては弾力線維及び謬原線維に諸種染色法を試みて
年令により染色的態度の安化を究明しようと努め
た。
第 1章 真皮網状層内蟻カ線維のま豊行方向，
密度，厚径，変形及び分岐に蹴て
1.緒言
加藤(7)は身体を突出部位と平担部位に大別し，突
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出部位に於ける弾力線維は略々同数の矢状走及び横 第 2図弾力線維の測定範囲 
走線維が垂直に交叉して極めて規則正しい格子形成
A)左右方向主hB 4dd三測定範囲
を示し，平担部位の線維は上下方向，前後方向，左 三三ヂ民ちミゴ(実線内〉
右方向の 3方向に走ると述ふくてし、る。叉弾力線維の
密度は個体が年長となる程密度を増すと云ってい 測定線維の長さ>12μ 
る。小島〈めは 24--37才の間が密度最も高く，太さ C)斜方向 
も太いと述べ，江尻は個体が年長となる程弾力線維
は其の厚径を増すと記述してし、る。愛形線維に就て
は， Schmidtは26才以後に， Unnaは40才前に，
小島は 41才以后に， Vohwinkel仰は 40才代以後に
生ずると云い，竹内(10)は 40才前の菱形線維を進行
性成長現象と称し， 40才旬、后を老人性斐化としてい
る。以 tの如く人体皮膚真皮弾力線維の走行方向，
y '
測定線維の
ん
l u j y ?
一 、  
川
/ ハ 込 一 一 、 判 、
、k u .
叫 、 市古 川  
パ什可 1r/
hh
- I t - - -
νf
l i t - 'w v
密度，厚径及び愛7院に関する研究はあまり多くはな
し、。他方分岐に就ての報告は文献上に全く見当らな
し、。
著者は健康男子前醇仲側部を選び真皮網状層の弾
力線維走行方向をしらベ，其れより各年令に於ける
走行方向比を出し，叉密度を算出し，分l岐個数を算
え，叉各線維の厚径を測定して，之等が年令的に如
何なる~化を示すかを検索した。 
2. 実験方法及び材料
第 1篇と同方法で切片を作製， Weigert・Hart氏
弾力線維染色法及び江尻氏弾力線維鞘染色法を行つ
た。而して之さ辛の標本を Micro-Projectorを使用
して種々の測定を行った。固定後の操作中資料の形
態に愛化がある事は一応考慮、を要するが，其の大き
さの菱化を蓑内(11)は次の如く述べている(第 1図〉。
第 1図 固定後の撮作中に於ける資料の収縮度 
100 
95 
90 
85 
80 
75 
生体固定水洗 35~~ ‘円.0% 70% 95~{' Jlまフ'J(キシバヲ 
J白情ロ戸ノ[. 7イン 
故にツェユノカ{液固定の場合の拠織の収縮を最大
30%と仮定した場合 7p.の厚さの立方体中を走る線 
維の方向は次の如き 5通りの場合が究室定され，叉走
行方向の範囲も第 2図の如く考えられる。
長さ >12μ
測定線維の長さ >121' 
D)前後斜方向 E)前後方向
《設
測定線維の
長さく 4件 
41.く測定線維の長さく 12tJ. 
線維の太さは一定のものではなし、から線維の略々
中央部をIHUって之を其の線維の厚径とした。以上の
測定は幅 100!l，深さ 30011.の範囲毎に区切って行
った。
3. 実験例
測定値の一部を表示すると第 l表の様になる。
。走行方向
各例の測定値より見ると真皮網状層内を走る弾力
線維の走行方向は大体(1)左右方向 (Aλ(2)前後
斜方向 (D)o(3)前後方向 (E)の3通りである事が
わかる。〔上下方向(助。斜方向 (C)を走る線維は
全線維数に比較すると問題にならぬ程僅少である〕。
之により前醇仲側部真皮網状層内に於ける弾力線維
の配列状態は，大体直角をなして走る二方向の線維
の間をあらゆる方面より斜めに走る線維が走って密
なる脈絡をなしている様に想像される。叉走行方向
比を年齢別に見ると第 2表の様になる。 
2) 線維数，密度及び斐形線維
線維総数は 10年代より徐々に増加して 20年代が
最高となり， 30年代より再び波少して高齢となる程
少し、。叉各例に於て網状層内の弾力線維数は上層の
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第 1表 A No.2，6才
厚
走行方向 l姿形線維|分岐数
(ぃ〉。
さ
A「下日jD 1E 同形l蛇行形Js*J1 12 1， 3--
1.33 
600 4 2 
900 
第 1表 B No. 18， 35才 第 2表

空 走行方向 |愛形線維 i分岐数 

線維の走行方向比勺 A j-B 1C 1D 1E I*~市ザーマー!一一上空」主-
各年代に於ける
前陣仲側部弾力
三?1A:L:E 
I一 -1
 5--101 1 : 1 : 3l 一I;761---11 1381 U71-
11--201 1 : 1 : 2 
21--301 1 : 1 : 1 
31--401 1 : 2 : 2 
41--501 1 : 2 : 3 
51--601 1 : 1 : 3 
61--701 1 : 1 : 3 
71--801 1 : 1 : 3 
方が下層より圧倒的に多い。従って網状層内に於け 3) 線維の太さ 
る弾力線維の密度は上層より下層に行くに従い低く 冥皮網状層内に於ける弾力線維の厚径の年齢的差
なる。年齢的に見た場合の密度は 10年代， 20年代， 異を観察すると，幼年代より徐々に太さを増し， 10 
30年代が最も網状層が厚<， 40年代之に次ぎ， 10 年代の後半より 20年代にかけて一つの山をなし，
年代以下と 50年代以上が最も薄し、。故に弾力線維 30年代， 40年代と稲々太さを減じ，再び 40年代ょ
の密度の年齢的差異は 10年代以下と 50年代以上の り高齢になるに従い厚径を増してしる。愛形線維の
方が密度が高い事となる。~形線維の数は各例によ 太さは幼年代が他の年代に比し稿々細く他の年代は
り異り特別な年齢的差異は考えられなし、。 年長となる程稿、々太さを増してし、る。
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第 2章韻カ線維及't}結締織の諸種
染色法に依る所見に就て
緒 日 
Unnaが弾力線維及び謬原線維の研究に種々の染
色法を案出して以来，之等に関する研究は多数あ
る。著者は先ず第 1節に於て正常皮膚に種々な染色
法を行い，正常皮膚に於τ弾力線維及び腰原線維が
染色上如何なる年齢的差異を示すかを検索し，第 2
節に於ては人為的に弾力線維及び穆原線維に愛性を
起きせ，之に対して第 1節に於て行ったと同様の染
色法を行って，~性した弾力線維及び陣原線維の染
色並びに形態的態度を検索して，年齢的差異に於て
示した正常皮膚の染色的安化と毒物に対して示した
染色的安化と果して一致するや否やを検討した。
第 1節正常皮膚に於ける所見に就て 
1. 実験方法及び材料 
5才より 80才に至る40例の健康男子前惇仲側皮
膚より得た皮膚片を使用し，次の染色法を行った。。弾力線維染色法として， Weigert・Hart氏法。 
2) 結締織染色法として， Haematoxylin(-Boh-
mer)-Eosin法， Van-Gieson氏法。
3) 弾力線維並びに結締織染色法として，江尻氏
第一法，著者(鮫島〉の方法。(註〉
4) 弾力線維並びに所謂 Elacin染色法として，
、江尻氏第二法。 
5) 弾力線維鞘染色法として，江尻氏法。
註鮫島法。 
  
( 1). Weigert液 15~20 分
 
(2) abs. Alkohol 10~15 分 
(3) 水 洗 5~15 分 
(4) Haematoxylin液 5~10 分 
(5) 水 洗 5~10 秒 
( 6) 1% HCl Alkohol 30~60 秒 
(7) 水 洗 1時間 
(8) Eosin液 1~3 分 
(9) 水 洗 5~10 秒 
(10) Alkohol，Xylo1，Balsam. 
2. 実験例
各例に就き述べると煩雑であるから次の小括に於
て大要を述べる。 
3.小括 
1) 染色的態度の差異から観察した皮膚諸要素の
年齢的差異は結締織が最も著明な安化を示した。 
2) 何才位より結締織に染色調の斐化を来すかは
何れの染色法を用いても殆んど同一成績を示した。
50才代より軽度の愛化を起し初め， 60才代以上に於
ては全例に多少の定化を認め，此の菱化は高齢とな
る程益々強くなる。 
3) 年齢の差異による線維の染色調の愛化は， 
(1)Weigert在 art氏法

弾力線維:濃紫→紫→淡紫→灰紫→無染色。
 
(2) Haematoxylin (-Bohmer)・Eosin法
弾力線維
表皮下淡紅→灰紅→淡青紫→灰紫→帯、染色。
真皮:紅→淡紅→灰紅→淡青紫→灰紫→無染色。
謬原線維
表皮下:淡紅→淡灰紅→無染色。
真皮:紅→淡紅→淡灰紅→無染色。 
(3) VarトGieson氏法
弾力線維:紅→帯黄淡紅→帯責紅→帯責灰紅。
穆原線維 
表皮下:帯紫紅→帯紫淡紅→類、染色。
真皮:紅→帯紫淡紅又は淡紅→無染色。
(4)江尻氏第一法 
弾力線維 
真皮下:淡紫黒→灰黒→灰紫黒→灰→無染色。 
真皮:紫黒→灰黒→灰紫黒→灰紫→灰→無、染色。
腰原線維 
表皮下:淡藍→淡緑青→淡青→無染色。
真皮:藍→淡藍→認:青→淡緑青→青→淡青→無染色 
(5)鮫島法
弾力線維
表皮下:紫→淡紫→灰紫→無染色。
真皮:濃紫→紫→淡紫→灰紫→無染色。
膝原線維
表皮下:淡帯紫紅叉は淡紫紅→桃→無染色。
真皮:帯紫紅→淡帯紫紅→無染色。 
(6)江尻氏法第二法
弾力I線維:紫黒→紫→淡紫→帯青淡紫→灰紫→無
染色。
思原線維
表皮下:淡紅→桃→うす桃→無染色。 
真皮:紅叉は帯紫紅→淡紅叉は帯紫淡紅→桃→うす
桃→無染色。
の皮膚下層の線維は一般に上層のものより菱化
、。Lの程度が軽 
5) 弾力線維左修原線維との~化は部位的によく
一致し，其の程度は穆原線維の方が高度で、ある。 
6) 染色的に~性強度の弾力線維は弾力線維鞘染
色法により鞘が破壊断裂して内容が拡献しており，
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拡散せる内容中に鞘の断片が小穎粒として散在して
いるのを確認した。
第 2節毒物に対する皮膚弾力線維
及び膝原線維の態度に就て
1.緒 言
皮膚結締織に対Lて毒物を作用させ之が染色的，
形態的~化を検索した実験は人体皮膚は勿論，動物
皮膚に対しでも未だ行われてはし、ない。著者は健康
男子青年の皮内に 2種(酸及びアルカリ〕の薬品を
夫々作用させ，一定時間後に皮膚を切除して種々の
染色法を行い，~性部に於ける弾力線維及び!良原線
維の染色的斐化或は形態的安化を検索した。 
2.、実験方法及び材料
健康男子4名(17才 2名， 18才 2名〉の前陣仲側
皮内に 0.1% HCl 0.1 CC，0.1% NaOH 0.2 ccを夫
々各 2名宛皮内注し，何れも 48時間後に誤音15皮膚よ
り皮膚片を切除した。薬液の濃度は予め家兎背部皮
内に種々の濃度のものを注入し，皮膚が発赤叉は水
抱形成せる程度の濃度を用い，其れ以上の~化仁農
死〉を起せるものは用いなかった。染色法は第 1節
の場合と同じ。
3.実験例
HCl vこ対しても， NaOHに対しでも染色上，或
は形態上同様の所見を示したので、一括して述べる。
(表皮は何れも発赤，水癒を形成した。〉 
1) Weig吋t伊er
組織の破壊の程度に従つて，弾力線維は濃紫→淡
紫→灰紫→灰→無染色と種々の異異.つた染色態度を示
した。結締織の斐性高度で謬原線維の認められざる 
部分に於ては，弾力線維の破壊も著しく，木染色法
によっても明らかに13がある事が識別され，内容は
染色力を失って線維は鞘のみ認められ，内容透明な
る管の如き観を呈していた。併して線維は終に鞘の 
破壊により内響拡散し，拡散した内容中に鞘の断片
が，微細穎粒が認められた。 
2) Haema toxylin (-Bohmer )-Eosin染色法
限原線維は染色的には紅→淡紅→うす桃→無染色
の種々に染り，形態的には細小断裂→無構造とな
る。弾力線維は染色的には紅→淡紅→帯青淡紫→灰
紫→灰→無染色の~化を示し，形態的には鞘破壊し
断裂して内容は拡散し破壊した鞘は微細穎粒とし
て認められた。線維は破壊部近くなると稽々膨化し
でし、た。 、 
3) Van・Gieson氏染色法
謬原線維は紅→淡紅→うす桃→無染色等菱化の程
度により種々に染り，形態的には断裂，分離，細小
→無構造となる。愛性の強い弾力線維は帯黄，淡紅
に染るのが認められた。
の江民氏第一法染色法
弾力線維は~化の程度により紫黒→淡紫黒又は紫
→灰紫→灰色→類、染色に染り，形態的に細小或は膨
大じ，終に一部破壊して内容が流出拡散し，拡散し
た内容中に小穎粒物を認めた。修原線維もZ羽生の程
度に従って産→淡藍→帯緑青→淡帯緑青→草色→無
染色等種々に染り;形態的には断裂細小孤立して終
に無構造となった。 
5) 鮫島染色法
弾力線維は濃紫→淡紫→灰紫→無l、染色の~化を示
し形態的には細小或は膨大L棋に鞘は破壊し，内
容が拡散した。線維の走向に沿って小頼粒を認め
た。膨原線維は帯紫紅→淡帯紫紅→帯紫うす桃→無
染色となり，形態的には断裂，細小， ;智、秩序とな
~容に軒、構造となる。 り，
6) 江尻氏第二法染色法
弾力線維は紫黒→帯青紫→淡紫→灰紫→無染色の
~化を示し，形態的には上記染色法に於けると同様 
の~，化を示した。臨原線維比紅叉は帯紫紅→淡紅叉 
'は帯紫淡紅→桃→うす桃→無染色の~化を呈しが形
態的には上記のものと同様な愛化を示した。i
り弾力線維鞘染色法
られる。叉E謬雲原線維は荊細B/j F小ト、断裂し去無無王、構造となり殆ん
ど染色性を失うに至る。
4. 小 括
り 0.1% HCl 0.1 cc叉は 0.1% NaOH 0.2 ccを
健康人の前醇仲側皮内に注射し， 48時間後に切除し
てま鴎i学的に調べた。
2) 皮膚結締織は毒物の種類に関係なく同じ様な
染色的態度或は形態的態度を示した。
3) 染色的安化は組織破壊の中心部に向って染色 
力が弱くなり，終に無染色となる。形態的には修原
線維は細小となり叉断裂し，終.vこ官、構造となり消失
するに至る。弾力線維は鞘の破壊寸前のものは線維
が膨化しているものが多く見られた。
、4) 弾力線維鞘破壊して内容拡散せるものの中に
屡々線維鞘の破壊物と考えられる小頼粒を認めた。
第3章総括及び考按
1) 皮膚弾力線維(前陣仲側〉の配列 
前陣仲側の皮膚弾力線維は前後方向γ 左右方向，
前後斜方向の 3方向に走っている。即も皮層面に平
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行な線維と斜めに上下に走るものとに大別される。
前者は皮膚が体表に平行な張力によって引き伸ばさ
れる場合に之に対抗，復元する機能を有するもので 
あり，後者は皮膚の表層と深層との聞にずれの起る
様に働く力に対抗するものであると考えられる。故
に線維の走行方向比が20年代に於て 1:1: 1と云う
事は 20年代の皮膚が最も外力に対して抵抗が強い 
と云う事になり， 10才以下及び 50才以上の者の走 
行方向比が 1:1: 3と云う事は反対に抵抗が最も弱
い事を意味する。
2) 弾力線維の密度
線維総数は幼年代より 10年代， 20年代と増加し
30年代より再び減少しているが，幼年代及び老年期
に於ては真皮の厚さが青年代より薄い為，反って密
度は高くなってし、る。叉真皮上層に於ける密度は下
層より圧倒的に高L、。之は小島・加藤等の説とよく 
一致している。 
3) 弾力線維の厚径
弾力線維の太さは幼年代去り徐々に増し 20年代
に最も太く，以後若干太さを減じ，高齢となると再 
び 20年代のもの以上の太さとなる。 20年代の厚径
増大は小島の云う進行性成長現象と見倣され，叉高 
齢者に於ける太さの増大は其の染色所見より線維の 
愛性の為の膨化と考えられる。著者は実験的に毒物 
で弾力線維を愛性せしめると，弾力線維が膨化し終
に破壊される機序を明らかにした。
4) ~形線維
Schmidt，小島等は~形線維を以って弾力線維の
愛性せるものと見倣しているが，~形線維は若年者 
にも認められることと，高齢者のもの以外は染色的
にも愛性を起していなし、ことから前掲の見解には賛
成出来なし、口
5)分岐
弾力線維の分岐は年齢に関係ありとは思われな
し、。
6) 前醇伸側皮膚に於ける弾力線維及び修原線
高生
50年代より染色的愛化を示して来る。此の染色性
の斐化は，弾力線維の毒物に対する染色的安化の場
合と同様な愛化であるが故に線維の斐性と見倣して 
差支えないと思う。江尻は老人性斐性は 20才代よ
り既に初まると述べているが，之は顔面皮膚に就て 
述べた場合で，外界の刺激を顔面程受けない前隠伸
側皮膚は 50年代より愛性が開始せられると言う著
者の実験とは何等の矛盾がなし、。
7) 皮膚下層の線維は上層のものより愛化の程
度が軽し、。
之は土肥等の説明と同様に皮膚上層は外界より色
々な刺激を受け易い為と思う。
8) 弾力線維及び、修原線維は毒物の種類に関係
なく同様の染色的，形態的態度を取る。
9) 微細穎粒は弾力線維の鞘の破壊物である。
Neumann，Schmidt，Sederholm，Passarge， 
Unna，小島等は弾力線維は斐性して粗大頼粒及び
微細頼粒になると述べているが，江尻は粗大穎粒と
は弾力線維の断面であり，微細頼粒とは鞘の破壊物 
ならんと推測したが，著者は実験的に毒物を注入し 
弾力線維を破壊し江尻の説を実証した。
10) 著者は弾力線維及び結締織同時染色法のー
新法を考按し鮫島法と命名した。
第3篇 人体皮膚弾力線維の発現時期及ひ英の部位的差異に就て
1.緒 言
人体皮膚弾力線維の発現期に就ては従来漠然と胎
生 4~5 ヶ月項より真皮下層に出現すると称せられ
ていたが，出現の部位的差異に就て記載した報告は
末だ見当らなし、。依って著者は各時期に於ける胎児
の身体各部位の皮膚を検索して皮膚弾力線維の出現
時期及び其れが出現の部位的差異に就て究明しよう 
と試みた。
2. 実験方法及び材料
胎児 25体(胎生3ヶ月前半3体，同後半3体， 4 
ヶ月前半 3体，同後半3体， 5ヶ月前半3体，間後
半 2体.6ヶ月半2体， 7ヶ月半 2体， 8ヶ月半2体，
9ヶ月半 1仏 10ヶ月前半 1体〉より各々身体各部
{立の皮膚片を切取して Weigert・Hart氏弾力線維
染色法及び江尻氏第一法結締織及び弾力線維染色法
を行った。
3. 実験例 

一括表示する(第 1表〉。
 
4.考察
従来人体皮膚の弾力線維は唯漠然と胎生 4~5 ケ
月項より出現すると述べられていたが，弾力線維の 
出現も部位的に差異があり，既に 3ヶ月後半に肘，
膝部等関節部に最も苧く出現してし、る。叉肘部，膝
部，大腿附着部等は 5ヶ月前半より急激に密度も高
くなっている事は，皮膚弾力線維が皮膚の運動する 
部位に最も早く，最も良く発達する事を示してい
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る。叉出現初期の染色力は極めて弱く，叉甚だ微細 考えを起させる。肘部，膝部の弾力線維の酉d列状態
な弾力線維中に恰も頼粒の連鎖と見られる様なもの は大体亀甲状を呈しているが，之は皮膚弾力線維が
もあるのは，弾力線維の発生に関し，何等か頼粒状 共部位に於ける外力に対して皮層を保護するに最も
物質の連続により生ずるものではなかろうかと云う 良い力学的配列状態をなしでいる為と思う。
5. 結 論
1) 人体皮膚弾力線維は時期的には胎生 3ヶ月後半に，部位的には肘部，膝部に出現するO 
2) 出現の最も遅れる部位は手掌で 5ヶ月後半で，足騰で 5ヶ月前半，次で前日専仲側，前時
屈側で各々 4グ月後半より出現するO
-418ー 千葉医学会雑誌 第 31巻 
3) 膝部，大腿附着部次で肘部の皮膚弾力線経は 5ヶ月前半より急激に密度を増す。之は胎
児の運動と密接な関係があると思う。 
4) 肘部，肱部の皮膚弾力線維の配列状態は亀甲状をなしているO 
5) 胎生 5ヶ月位迄の皮膚弾力線維は皮膚の上唐より下居の密度が高し、。
稿を柊るに当り御懇切なる御指導と御校閲を賜わった竹内教j変並びに種々御援助を頂いた鈴木
重武教授，野中助教疫に深謝する。
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